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わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には
ぐくまれた我孫子の市民です。
ち護じ醤Iま描醗敵化都市をめざす市壁堅鷲

りをもち､･明日への願いをこめて、ここに市民懸軍を定めます
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで蕗しあいきまりを守り明るいあびこにします

説

我孫子市役所秘書室広報広聴課
〒27D－11我孫子市我孫子1B5Ba0471(B5)1111 」
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みんなで諸しあ
ゴ

。

一

－ －

病
原
性
大
腸
菌
０
１
５
７
は
、

数
百
個
の
歯
で
も
発
症
す
る
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
感
染
力
・
毒
が
強
く
、

赤
痢
菌
に
も
匹
敞
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
菌
の
特
徴
は
、
潜
伏
期
間

が
４
日
か
ら
８
日
と
他
の
食
中
誰

歯
と
比
べ
て
長
い
こ
と
で
、
感
染

源
の
究
明
を
困
雌
に
し
て
い
ま
す
。

０
１
５
７
の
感
染
は
家
畜
や

盈
人
ぺ
人

感
染
者
の
滋
便
等
で
汚
染
き
れ
た

食
品
や
、
水
（
井
戸
水
）
の
飲
食

に
よ
る
経
口
感
染
が
ほ
と
ん
ど
で

す
が
、
家
族
に
感
染
者
が
で
た
場

合
は
、
二
次
感
染
が
心
配
き
れ
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
症
状
〉

１
・
出
血
性
大
腸
炎

脈
蛎
馳
依
瀧
描
感
染
症
に
ご
注
意
を

オ
ー

1大規模災害発生初期の
|対応を訓練するために

腹
痛
を
伴
う
水
様
性
の
下
痢
に

引
き
続
く
出
血
性
の
下
痢
が
特
徴

で
す
。
本
歯
に
よ
る
症
状
は
、
発

齢
心

症
後
４
日
か
ら
８
日
で
自
然
治
癒

し
ま
す
が
、
５
歳
以
下
の
乳
幼
児

や
高
齢
者
で
は
亜
症
に
な
る
例
が

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
患
者
で
は
、

溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群
と
な
る
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

２
。
溶
血
性
尿
毒
症
症
候
群

赤
血
球
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
に

よ
る
溶
血
性
貧
血
腎
機
能
低
下

に
よ
る
尿
毒
症
症
状
、
血
小
板
破

壊
に
よ
る
出
血
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

し
ば
し
ば
、
け
い
れ
ん
を
伴
唄

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〈
感
染
を
予
防
す
る
に
は
〉

１
・
食
品
の
保
存
、
運
搬
、
調
理

日
時
…
８
月
別
日
（
土
）
午
前
９
時

場
所
…
湖
北
。
新
木
。
布
佐
地
域

繼
慧
蕊
瓢
源
韓
麓
需
繼
繊
議
議

は
術
生
的
に
行
い
、
本
菌
が
熱
に

弱
い
性
衝
か
ら
、
十
分
に
加
熱
処

理
を
し
て
く
だ
さ
い
。

一
方
、
低
淵
に
は
強
い
の
で
、

冷
蔵
庫
や
冷
凍
食
品
の
過
信
は
禁

物
で
す
。

２
ゞ
手
や
調
理
器
具
、
食
品
類
は

流
水
で
十
分
に
洗
い
、
生
肉
を
扱

っ
た
包
丁
や
ま
な
板
は
、
熱
湯
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

３
．
井
戸
水
を
お
使
い
の
方
は
、

保
健
所
で
水
癒
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。
（
大
腸
菌
群
検
査
手
数
料

３
３
０
０
円
）

大
腸
菌
群
が
検
出
き
れ
た
場
合

は
、
上
水
道
へ
の
切
り
替
え
、
ま

た
は
滅
菌
器
の
般
髄
が
必
要
で
す
の

〈
出
血
を
伴
う
下
痢
を
生
じ
た
場

識簔
夕

鍵議灘 謎鞘
副q
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昨年の防災訓練（倒壊家屋からの救出訓練）

市
で
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
総
合
防
災
訓
練
を
、
今
年
も

８
月
訓
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
策
定
し
た

「
大
規
模
震
災
初
動
体
制
計
画
」
で
定
め
る
６
地
域
の
う
ち
、

湖
北
・
新
木
・
布
佐
の
３
つ
の
地
域
で
、
大
規
模
な
災
害
が

発
生
し
た
際
の
初
期
の
対
応
を
訓
練
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
Ⅱ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
Ⅱ

市
で
は
毎
年
、
８
月
釦
日
か
ら
支
部
を
種
き
、
災
害
復
旧
に
あ
た

始
ま
る
防
災
週
間
に
あ
わ
せ
て
、
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
合
防
災
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
湖
北
・
新
木
・
布
佐

昨
年
は
、
「
阪
神
・
淡
路
大
潅
の
３
地
域
対
策
支
部
管
内
で
災

災
」
が
発
生
し
、
我
孫
子
市
で
も
、
害
発
生
初
期
を
想
定
し
て
訓
練
を

市
内
全
域
が
被
災
し
た
場
合
を
想
実
施
。
管
内
自
治
会
・
自
主
防
災

定
し
た
「
大
規
礫
渡
災
初
動
体
制
組
織
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

計
画
」
を
策
定
。
こ
の
計
画
を
、
各
支
部
に
お
け
る
消
火
、
避
難
、

確
実
に
実
施
で
き
る
よ
う
訓
練
を
怖
報
収
集
・
伝
達
、
避
雌
所
運
営

行
い
ま
し
た
。
等
の
訓
練
、
各
支
部
と
本
部
と
の

同
計
画
で
は
、
市
内
を
我
孫
子
情
報
伝
達
、
関
係
機
関
へ
の
応
援

北
部
、
我
孫
子
南
部
、
天
王
台
、
要
講
な
ど
、
災
害
発
生
に
対
応
し

湖
北
、
新
木
、
布
佐
の
６
つ
の
地
た
、
実
践
的
な
訓
練
を
行
い
ま
す
。

域
に
分
け
、
各
地
域
に
地
域
対
策
こ
の
機
会
に
、
災
害
に
対
す
る

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
適

注
意
を
謹
篭
票
蕊
．

※
病
原
性
大
腸
菌
０
１
５
７
を
含

合
は
〉
む
腸
管
出
血
性
大
腸
菌
に
よ
る
感

１
．
た
だ
ち
に
医
師
の
診
察
を
受
染
症
は
、
８
月
６
旦
火
）
に
伝
染

け
て
く
だ
き
い
。
特
に
乳
幼
児
等
病
予
防
法
に
基
づ
く
指
定
伝
染
病

は
、
症
状
を
重
く
き
せ
な
い
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

に
も
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
▼
問
い
合
わ
せ
保
健
セ
ン
タ
ー

２
・
忠
者
の
灘
便
を
処
理
す
る
と
壷
（
ｗ
）
１
１
３
１

窄
蝉
窪
倖
峠
峰
睦
醸
銅
呼
唐
想
鍵
悟
Ｏ
１
５
７
の
感
染
を
防

性
せ
っ
け
ん
や
、
％
ア
ル
コ
ー
ル
方
ぐ
た
め
に
、
受
水
櫓
の
管

で
消
毒
し
た
後
、
流
水
で
十
分
に
卿
趣
鐘
雛
蝿
需
轄
幹
銀
畦
個

洗
い
流
し
て
く
だ
き
い
・

３
．
患
者
の
潅
便
に
汚
染
さ
れ
た
一
殻
１
唾
／
４
以
上
検
出
さ
れ

し
や
。
一
つ

鯛
崎
磯
螺
辮
齋
轆
雑
蟻

し
て
く
だ
さ
い
。
永
一
を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

４
・
患
者
は
、
乳
幼
児
等
と
の
混
副
Ⅱ
柏
保
健
所
・
市
水
道
局
Ⅲ

浴
を
避
け
て
く
だ
き
い
・

℃

０
１
５
７
の
感
染
を
防

ぐ
た
め
に
、
受
水
櫓
の
管

理
者
・
設
鐘
者
は
、
蛇
口

で
遊
離
残
留
塩
素
が
０
．

１
唾
／
４
以
上
検
出
さ
れ

る
こ
と
を
検
査
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
受
水
槽
に
汚

水
等
の
流
入
が
な
い
こ
と

を
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

Ⅱ
柏
保
健
所
・
市
水
道
局
川

術
え
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
ご

家
族
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

な
お
当
日
は
、
訓
練
地
域
に
限

定
し
た
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
避

雌
訓
練
の
放
送
や
、
海
上
自
衛
隊

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
低
空
飛
行
に
よ

る
被
害
状
況
の
把
握
訓
練
も
行
い

ま
す
の
で
、
訓
練
区
域
内
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時
８
月
型
日
（
土
）
午
前
９

時
か
ら
正
午
（
雨
天
の
場
合
、
怖

報
伝
達
訓
練
以
外
は
中
止
し
ま
す
）

▼
訓
練
場
所

＊
市
役
所
、
湖
北
地
区
公
民
館
、

新
木
近
隣
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
布

佐
分
館
：
・
災
害
対
錐
本
部
、
地
域

対
策
支
部
の
設
睡
「
お
よ
び
情
報

の
収
集
と
伝
達
訓
練
ほ
か

＊
湖
北
台
西
小
学
校
、
新
木
小
学

校
、
布
佐
中
学
校
〈
避
難
所
）
：
．

避
難
所
開
設
、
仮
設
ト
イ
レ
設
證
、

救
謹
訓
練
、
応
急
給
水
訓
練
、
陸

上
自
衛
隊
の
協
力
に
よ
る
炊
き
出

し
（
湖
北
台
西
小
の
み
）

＊
区
域
全
域
・
・
各
自
治
会
・
自
主

防
災
組
織
に
よ
る
発
災
初
期
活
動
、

１
１
１
１
１
～

第
粥

票
防増
演水

習に

行備

霊毫
壷！

f

７
月
加
日
（
祝
）
、
古
戸
地
先
の

利
根
川
河
川
敵
で
、
我
孫
子
市
、

柏
市
合
同
に
よ
る
第
詔
回
水
防
減

習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

消
防
団
員
、
消
防
署
員
、
婦
人
防

火
ク
ラ
ブ
会
員
、
防
災
関
係
者
な

ど
、
約
５
０
０
名
が
参
加
。

減
習
に
先
立
ち
、
福
嶋
市
長
は

『
水
害
に
備
え
水
防
エ
法
の
蝿

拳磨
と
向
上
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」

と
参
加
者
を
激
励
し
ま
し
た
。

お
よ
び
避
雌
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

（
電
気
・
ガ
ス
・
電
話
・
水
道
）

に
関
す
る
傭
報
の
伝
達
・
広
報
、

海
上
自
衛
隊
に
よ
る
上
空
か
ら
の

状
況
把
握
訓
練
等

▼
参
加
機
関
陸
上
・
海
上
自
衛

隊
、
我
孫
子
警
察
署
、
束
京
迩
力

Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
我
孫
子
ガ
ス
、
市
医
師

▼高齢者文化祭日程 ▼
日
程
・
内
容
左
表
参
照

▼
場
所
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
つ
つ
じ
荘
」

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

鶉（参加者募集

'零'零’
９
月
Ｍ
日

（
土
）

９
月
旧
日

（
今
璽
）

９
月
胞
日

（
木
）

ウ0，

日
程

高齢者文化祭
展魔会

臘夢競］
（展麓会は午前10時から
14日は午削中のみ）

内

演
習
は
、
大
雨
に
よ
り
利
根

川
の
水
位
が
増
し
、
堤
防
に
勉

裂
や
漏
水
な
ど
が
発
生
し
た
と

い
う
想
定
で
開
始
。

消
防
団
員
・
署
員
た
ち
は
、

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
、
堤

防
の
守
り
を
万
全
に
す
る
た
め
、

土
の
う
作
り
や
竹
と
げ
（
写
真
）

な
ど
、
伝
統
工
法
を
修
得
し
よ

う
と
、
真
剣
な
表
情
で
減
習
に

打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

会
、
市
消
防
団
、
市
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
、
湖
北
台
西
小
学
校
、
新
木

小
学
校
、
布
佐
中
学
校
、
市
水
道

局
、
区
域
内
自
治
会
・
自
主
防
災

組
織

▼
問
い
合
わ
せ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
防
災
係
貧
弱
）
１
１
１
１
内
線

２
１
７

▼
時
間
午
前
９
時
釦
分
か
ら

▼
対
象
市
内
在
住
で
釦
歳
以

上
の
方
、
お
よ
び
老
人
ク
ラ
ブ

会
型

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
会
優
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
一
般

の
方
は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

名
、
通
話
番
号
、
性
別
、
年
齢

参
加
部
門
、
囲
碁
・
将
拱
大
会

参
加
者
は
段
・
級
位
を
明
記
し

８
月
零
日
（
金
・
必
着
）
ま
で

に
我
孫
子
１
８
５
８
市
役
所
高

齢
者
福
祉
課
冥
閉
）
１
１
１
１

内
線
３
１
０
へ

囲
器
・
将
桃
大
会

獅芸大会

一繩師一

氏蛎
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手賀 沼 ほとり やす らぎのまちの
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第931号

｢F 夏
は
、
暑
さ
に
よ
る
気
の
ゆ
る

み
や
開
放
感
な
ど
か
ら
、
ド
ロ
ボ

ウ
や
痴
漢
な
ど
の
被
害
が
多
く
な

る
と
き
で
す
。

警
察
で
は
、
８
月
型
日
（
土
）
ま

で
、
市
と
防
犯
協
議
会
の
協
力
で
、

「
夏
の
防
犯
運
動
」
を
実
施
し
、

夏
に
多
発
す
る
犯
罪
の
防
止
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

心
と
窓
に
カ
ギ
を
か
け
、
皆
さ

ん
一
人
ひ
と
り
が
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
犯
罪
を
未
然
に
防
ぎ
、
楽

し
い
夏
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
空
き
巣
や
忍
び
込
み
の
防
止

＊
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必
ず
戸

締
ま
り
を
確
認
し
、
近
所
に
一
声

か
け
留
守
を
頼
み
ま
し
ょ
う

＊
カ
ギ
は
、
必
ず
家
人
が
個
々
に

１
１

ｎ
ｕ
暑
く
と
も
心
と
窓
の
カ
ギ
か
け
て
犯
罪
の
防
止
を
ｎ
Ｕ

r

持
ち
、
家
の
回
り
の
「
錘
き
カ
ギ
」

は
や
め
ま
し
ょ
う

＊
防
犯
ベ
ル
を
殻
通
し
ま
し
ょ
う

＊
外
を
明
る
く
し
ま
し
ょ
う

＊
就
寝
前
に
も
う
一
度
、
戸
締
ま

り
の
確
認
を
し
ま
し
ょ
う

◎
乗
り
物
盗
の
防
止

＊
自
動
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
エ

ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
必
ず
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う

＊
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離
れ
る
時
は
、

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ハ
ン
ド

ル
ロ
ッ
ク
を
し
て
、
更
に
ワ
イ
ヤ

ー
錠
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う

＊
自
転
車
を
止
め
る
時
は
、
カ
ギ

を
か
け
、
更
に
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど

を
併
せ
て
使
用
し
ま
し
ょ
う

＊
自
転
車
に
は
名
響
き
シ
ー
ル
の

貼
付
と
、
防
犯
蓋
録
を
し
ま
し
ょ

一
つ◎

性
犯
罪
の
防
止

＊
明
る
い
表
通
り
を
歩
き
ま
し
ょ

、
フ＊

刺
激
的
な
服
装
は
控
え
ま
し
よ

『
フ＊

帰
宅
時
間
は
早
め
に
し
ま
し
ょ

一
つ＊

あ
な
た
の
身
を
守
る
た
め
に
防

犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う

◎
子
ど
も
の
水
難
事
故
防
止

＊
子
ど
も
だ
け
で
川
や
沼
で
遊
ば

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

◎
ひ
っ
た
く
り
被
害
の
防
止

＊
自
転
車
の
前
か
ご
に
ハ
ン
ド
バ

ッ
グ
や
世
重
品
を
入
れ
な
い
。
も

し
入
れ
る
時
は
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ

な
ど
の
上
に
ほ
か
の
物
を
謎
く
か

ネ
ッ
ト
や
カ
バ
ー
を
か
け
ま
し
よ

－
つ＊

無
灯
火
の
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
や
怪
し
い
人
が
近
づ
い
た
時
は

用
心
し
ま
し
ょ
う

＊
道
路
を
歩
く
と
き
は
、
車
道
側

の
手
に
バ
ッ
グ
な
ど
を
持
た
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

＊
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
は
、
胸
に
か
か

え
て
歩
き
ま
し
ょ
う

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
警
察
署
．

防
犯
協
議
会
垂
（
理
０
１
１
０
ま

た
は
市
民
生
活
課
交
通
防
犯
係
云

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
３
３
０

宮
沢
賢
治

生
誕
１
Ｃ
Ｏ
年

市
民
プ
ラ
ザ
で
は
、
今
年
８
月

諏
日
（
火
）
に
生
誕
１
０
０
年
を

迎
え
る
宮
沢
賢
治
の
記
念
事
業
を

開
催
し
ま
す
。

う
た
も
の
が
た
り
「
よ
だ
か
の

星
」
住
原
作
の
物
語
に
鍼
を
つ

け
、
歌
い
、
語
る
、
お
子
さ
ん
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
新
し
い
タ

イ
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

映
画
祭
で
は
、
ア
ニ
メ
に
な
り

親
し
み
や
す
く
な
っ
た
、
擬
治
の

二
つ
の
物
語
を
ご
鑑
黄
く
だ
さ
い
。

絵
本
展
は
、
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

を
は
じ
め
、
宮
沢
喪
治
原
作
の
１

８
月
鋤
日
（
金
）
か
ら
９
月
５
日

（
木
）
ま
で
は
、
建
築
物
防
災
週
間

で
す
。
毎
年
、
火
災
や
地
震
、
が

け
崩
れ
な
ど
の
災
害
に
よ
り
ゞ
建

築
物
に
被
害
が
生
ず
る
と
と
も
に
、

多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
て
い

ま
す
。

０
０
冊
以
上
の
絵
本
を
展
示
。

ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
、
か

わ
い
ら
し
い
色
鮮
や
か
な
作
品
の

「
イ
ワ
ン
・
ホ
フ
ロ
フ
絵
本
原
画

展
」
を
開
催
中
で
す
。

新
鮮
ざ
を
今
な
お
失
わ
な
い
礎

治
の
世
界
を
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
う
た
も
の
が
た
り
「
よ
だ
か
の

星
」
親
子
コ
ン
サ
ー
ト

▼
日
時
８
月
詔
日
（
水
）
第
１
回

．
：
午
後
２
時
開
減
（
子
ど
も
向
け
）

第
２
回
：
・
午
後
５
時
鋤
分
開
演

（
大
人
向
け
）

▼
入
場
料
親
子
１
５
０
０
円
、

大
人
１
０
０
０
円
、
中
学
生
以
下

７
０
０
円
（
全
席
自
由
）
＆

※
３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
は
入
場

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
託
児
室
（
１

人
７
０
０
円
）
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
託
児
室
申
し
込
み
は
、
電
話

で
８
月
詔
日
（
月
）
ま
で
に
あ
び
こ

記
念
事
業
を
開
催

な
ど
で
安
全
性
を
高
め
、
危
険
な

文書解読

門講座(後期）
ヴ

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る

被
害
は
記
臆
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
が
、
千
葉
県
で
も
昭
和
健
年
の

東
方
沖
地
震
で
、
多
く
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
や
石
塀
が
倒
れ
、
人
命
に
も

被
害
が
及
び
ま
し
た
。

倒
れ
た
塀
の
多
く
が
基
準
に
合

古
文
書
解
読
入
門
誌
座
（
後
期
）

受
識
生
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
は
、
近
世
（
江
戸
時
代
｝

に
お
け
る
我
孫
子
と
周
辺
地
域
の

歴
史
を
中
心
と
し
て
、
古
文
書
の

解
読
を
行
い
ま
す
。

古
文
書
を
通
じ
て
、
当
時
の
人

び
と
の
生
活
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん

か
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
９
月
６
日
（
金
）
、
廻
日

子
ど
も
劇
場
壷
（
理
９
０
７
８
へ

◎
映
画
祭
「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ

畠
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

▼
日
時
８
月
聖
日
主
）
第
１
回

：
・
午
前
ｎ
時
開
演
、
第
２
回
・
・
午

後
２
時
開
演

▼
入
場
料
３
０
０
円

画
入
場
券
発
売
所
市
民
プ
ラ
ザ
、

エ
イ
プ
ル
ひ
ら
が
、
平
糞
書
店
、

プ
ッ
ク
ス
ス
ズ
キ
、
荒
井
書
店
、

レ
コ
ー
ド
あ
つ
ぶ
る
、
市
民
会
館

内
売
店
ひ
ろ
が
り
、
あ
び
こ
子
ど

も
劇
場

◎
絵
本
展
（
入
場
無
料
）

▼
日
時
８
月
型
日
（
土
）
か
ら
犯

日
（
水
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

◎
イ
ワ
ン
。
ホ
フ
ロ
フ
絵
本
原
画

展
（
入
場
無
料
）

▼
期
間
９
月
１
日
（
日
）
ま
で
の

午
前
、
時
か
ら
午
後
５
時

園
場
所
。
問
い
合
わ
せ
市
民
プ

ラ
ザ
蚕
（
銘
）
２
１
１
１

（
理
１
１
１
１
内
線
５
２
８
り
、
市
内
中
小
企
業
者
の
皆
さ
ん
弱
）
１
１
１
１
内
線
５
０
５

缶

（
金
）
、
即
日
（
金
）
、
沁
日
（
木
）
、

、
月
４
日
（
金
）
、
い
ず
れ
も
午
後

１
時
釦
分
か
ら
３
時

▼
場
所
中
央
公
民
館

▼
講
師
千
葉
忠

▼
定
員
先
着
鋤
名

▼
参
加
費
無
料

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
教
育
委
員
会
市
史
編
さ
ん
室

云
（
顕
）
１
１
５
１
へ

塀
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
千
葉
県
信
用
保
証
協
を
除
き
必
要
で
す

▼
問
い
合
わ
せ
建
築
指
導
課
壷
会
と
市
内
金
融
機
関
の
協
力
に
よ
▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
垂

▼中小企業資金融資制度▼夏休み親子映画会日程

－
１I 中小企業資金融資制

度をご利用ください
一

｜
’ に

運
転
・
設
備
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
融
資
制
度
内
容
右
表
参
照

▼
利
子
補
給

＊
運
転
資
金
…
年
利
１
．
５
％

＊
設
備
資
金
…
年
利
１
．
８
％

＊
大
型
店
進
出
対
策
資
金
…
年
利

３
％
以
内

▼
信
用
保
証
料
大
型
店
進
出
対

策
査
金
を
除
き
、
免
除
さ
れ
ま
す

▼
連
帯
保
証
人
特
別
小
口
査
金

■

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

日

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

１

８

■

１

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

１

１

■

－

夏
の
防
犯
運
動
脚
側
馴
を
実
施
中

。
Ｉﾌｰいい風景みつけようく

ご応募を

市
で
は
、
「
烏
に
や
さ
し
い
、
る
風
景
④
暮
ら
し
や
営
み
の
あ

暮
ら
し
を
彩
る
量
観
づ
く
り
」
を
る
風
景

め
ざ
し
〃
ま
ち
な
み
ウ
オ
ッ
チ
ン
▼
応
募
規
格
カ
ラ
ー
４
ツ
切

グ
〃
な
ど
の
催
し
を
通
し
て
、
市
り
判
ラ
イ
ド
判
も
可
）

民
の
参
加
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
▼
募
集
期
間
８
月
超
日
（
金
）

そ
の
景
観
づ
く
り
の
一
環
と
し
か
ら
ｎ
月
調
日
（
金
）
ま
で

》
』
て
〃
隙
風
景
み
写
よ
う
“
を
▼
応
募
資
格
市
内
外
在
住
は

■
１
１
０
合
い
言
葉
に
、
風
景
写
真
コ
ン
テ
問
い
ま
せ
ん

‐
Ｌ
Ｆ
Ｉ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
▼
応
募
規
定
①
作
品
は
未
発

可
″
〈
（
広
く
は
手
賀
沼
雫
剰
根
川
か
ら
表
の
も
の
に
限
り
、
１
人
加
点

小
さ
く
は
近
く
の
小
径
で
み
つ
け
ま
で
②
作
品
は
原
則
と
し
て
返

一
一
〃
〃
た
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
ま
で
、
あ
な
た
却
し
ま
せ
ん
③
作
品
に
、
応
募

ｗ
ソ
〆
彦
の
自
慢
の
写
真
を
ど
し
ど
し
お
寄
票
（
都
市
計
画
課
に
用
意
）
を

せ
く
だ
さ
い
。
添
付
す
る
こ
と
④
す
べ
て
の
作

’一一

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
な
も
品
の
第
一
使
用
権
は
主
催
者
に

亘
（
の
を
毒
し
、
市
の
義
パ
ン
フ
醤
し
筆
観
バ
ン
フ
レ
ド

戸
輻
ユ
ー
レ
ッ
ト
な
ど
に
発
表
し
ま
す
。
な
ど
刊
行
物
に
使
用
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
〒

鵬
織
難
耀
鰡
熱
嬢
瀧

３
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
Ｏ
Ｉ
６
ｐ
凶
■
■
■
■
１
４

■
日
日
■
■
ｑ
『
▲
■
Ｉ
日
日
■

司

雷
電
物
腕
鍵
週
固

受講生募集

司
親
子
映
画
会

８
月
鋤
日

金
一

布
佐

蔦豫
東
篭
体

「
オ
ン
プ
オ
バ
ケ
」

「
ど
ん
ぐ
り
と
山
猫
」

『
こ
ぶ
と
り
じ
い
さ
ん
」

Ｂ
つ
む

「
い
じ
わ
る
狐
ラ
ン
ボ
ー
」

「
ラ
ン
ボ
ー
の
う
そ
」
ほ
か

※
上
映
作
品
は
、
各
場
所
ご

と
に
異
な
り
ま
す
。

８
月
犯
日

へ

水
一一三

○

我
孫
子

我
孫
子
第

校
校
庭

四
小
学

８
月
妬
日

3

我
孫
子
第
一
小
学

校
校
庭

８
月
型
日

へ

土

湖
北
台

湖
北
台
中
学
校
校

庭

我
孫
子

並
木
小
学
校
校
庭

８
月
犯
日

宋
一

根
戸
小
学
校
校
庭

８
月
面
日

幸
一

菊『湖

木北

新
木
小
学
校
校
庭

日
程

支
部
名

場
所

上
映
作
品

種類

運転資金

設備貴金

大
型
店
進
出
対
莱
演
金

特
別
小
口
資
金

運転資金

設備資金

迩転資金

設備貸金

限度額

1,500万円
以内

2,000万円

以内

1,000万リ
以内

2,000万円

以内

750万円

以内

#貸付期間

60カ月

以内

84カ月

以内

60カ月

以内

84カ月

以内

60カ月

以内

力月

以内

融資利率(年）

12カ月以内

2.6％

13～36カ月

以内

3.1％

37～60カ月

以内

3.2％

61～84カ月

以内

3.4％
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恥
わ
た
れ
す
さ
お

７
月
”
日
（
土
）
、
岩
垂
寿
喜
男

環
境
庁
長
官
が
、
幻
年
連
続
で
水

質
汚
濁
度
全
国
ワ
ー
ス
ト
ー
の
手

賀
沼
を
船
上
視
察
し
ま
し
た
。

長
官
が
市
を
訪
れ
た
の
は
４
年

］
<らしの
ミニ百科〉うまい話には気をつけ

岩
垂
環
境
庁
長
官
手
賀
沼
を
視
察

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
｝
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

●

ー１
１

I■ 竺
ー－－

弓

陰
市
民
団
体
と
対
話
を
す
る

岩
垂
環
境
庁
長
官

▲
手
萱
沼
を
船
上
視
察
す
る

岩
垂
環
壌
庁
長
官
（
写
真
。

‐
１
１
中
央
、
右
）
沼
田
知
事

悪
質
商
法
に
よ
る
被
害
は
後
を
立

た
ず
、
年
々
増
加
の
一
途
を
た
ど

っ
て
い
ま
す
。

平
成
７
年
４
月
か
ら
同
８
年
３

月
ま
で
に
千
蕊
県
消
識
者
セ
ン
タ

ー
を
は
じ
め
、
県
内
の
消
批
生
活

セ
ン
タ
ー
、
市
町
村
の
消
識
者
窓

口
に
猫
識
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
相

談
件
数
は
、
１
万
９
６
４
７
件

（
昨
年
度
比
お
・
１
許
増
）
・
ま

た
、
我
孫
子
市
に
お
い
て
も
２
４

９
件
（
昨
年
度
比
妬
・
０
計
増
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
悪
質
商
法
の
相
談

件
数
は
大
幅
に
増
え
て
い
ま
す
。

今
回
、
県
内
で
特
に
多
い
商
法

を
事
例
を
あ
げ
て
紹
介
（
下
表
参

照
）
・
万
一
、
同
じ
よ
う
な
被
害

で
困
っ
て
い
た
り
、
わ
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
壷
（
妬
）
０
９
９
９
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課
盆

（
題
１
１
１
１
内
線
３
２
９

ぶ
り
。
手
震
沼
親
水
広
場
で
、
沼

田
知
事
を
は
じ
め
、
地
元
の
市
町

長
、
県
議
会
議
員
ら
約
釦
人
の
出

迎
え
を
受
け
、
席
上
、
沼
田
知
事

か
ら
沼
の
寓
栄
菱
化
防
止
研
究
推

複
雑
多
様
化
す
る
社
会
の
な
か
、

沼
浄
化

｜
’

鄙

回
〔平成7年度千葉県消費生活相談の概要〕進

や
生
活
排
水
対
策
識
補
助
充
実

な
ど
７
項
目
に
渡
る
陳
情
蜜
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
行

は
船
上
か
ら
手
賀
沼
を
視
察
。
長

官
は
「
ア
オ
コ
が
発
生
し
、
緑
色

に
汚
濁
し
た
沼
の
浄
化
対
策
は
急

が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。

引
き
続
き
長
官
は
、
「
美
し
い

手
賀
沼
を
愛
す
る
市
民
の
連
合
会
」

（
星
野
保
会
長
・
加
盟
画
団
体
）

が
主
催
す
る
「
手
寅
沼
浄
化
の
た

め
の
懇
談
会
」
に
出
席
し
、
市
民

と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。
同
懇

談
会
は
「
沼
浄
化
に
努
力
す
る
人

た
ち
に
会
い
た
い
」
と
の
長
官
の

強
い
希
望
で
実
現
し
た
も
の
。

会
場
は
満
員
で
市
民
参
加
の

も
と
で
の
手
賀
沼
浄
化
フ
オ
ｉ
ラ

ム
の
開
催
、
調
査
研
究
の
た
め
の

レ
エ
父

を

め
る手

演
沼
流
域
セ
ン
タ
ー
の
設
立
な

ど
の
提
言
が
だ
さ
れ
る
一
方
、
市

民
団
体
か
ら
長
官
に
要
望
譜
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

長
官
は
「
多
く
の
人
が
沼
の
浄
化

に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
を

見
て
、
環
境
庁
と
し
て
も
手
賀
沼

を
注
目
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
気

持
ち
を
大
切
に
環
境
保
謹
の
た
め

の
研
究
調
査
や
各
省
庁
間
の
調
整

に
全
力
を
傾
け
た
い
。
ま
た
、
水

も
土
も
含
め
て
宇
宙
船
地
球
号
を

み
ん
な
で
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
懇
談
会
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
「
湖
沼
法
」
に
定

め
る
水
質
保
全
計
画
策
定
の
重
要

な
時
期
に
あ
た
り
、
今
回
の
視
察

結
果
が
今
後
の
沼
浄
化
対
策
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

’ ’
で

日
頃
、
食
べ
て
い
る
食
品
の
な

か
で
、
糖
分
や
合
成
蒲
色
料
を
は

じ
め
、
発
色
剤
な
ど
が
ど
の
よ
う

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
実
験
を
交

え
な
が
ら
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時
８
月
調
日
（
木
）
午
後
１

時
訓
分
か
ら
３
時
訓
分

▼
場
所
天
王
台
北
近
隣
セ
ン
タ

ー
調
理
室

▼
定
員
先
着
訓
名

▼
費
用
無
料

▼
持
参
筆
記
用
具
（
実
験
を
し

ま
す
の
で
、
汚
れ
て
も
良
い
服
装

で
）

＝JIlIIN－－－一

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
市
民
生
活
課
消
費
生
活
係
云

（
亜
１
１
１
１
内
線
３
２
９
へ

オ
オ
バ
コ
が
道
ば
た
で
葉
を
広

げ
、
花
茎
を
伸
ば
し
て
細
か
い
花

を
沢
山
つ
け
て
い
ま
し
た
。

▼
試
験
日
ｎ
月
８
日
（
金
）

▼
試
験
会
場
千
葉
県
立
中
央
図

書
館
（
千
葉
市
中
央
区
）

▼
試
験
科
目
国
語
、
数
学
、
理

科
、
社
会
、
外
国
語

▼
受
験
責
格
①
平
成
９
年
３
月

誕
日
ま
で
に
満
巧
歳
以
上
に
な
る

方
で
、
現
在
保
謹
者
が
義
務
教
育

諸
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
も
し
く
は
免
除
さ
れ
て
い
る
方

ま
た
は
以
前
に
さ
れ
た
方
②
保
識

者
が
旧
尋
常
小
学
校
ま
た
は
旧
国

民
学
校
に
就
学
さ
せ
る
義
務
を
猶

予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
方
③
平
成

お
む
豚
こ

「
大
葉
子
」
の
名
は
、
葉
が
広
く
、

大
き
い
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

花
は
風
が
受
粉
の
仲
立
ち
を
す

ふ
う
ば
い
か

る
風
媒
花
で
、
雌
し
べ
が
先
に
熟

し
、
別
の
花
の
花
粉
を
受
け
て
か

ら
、
雄
し
べ
が
の
び
て
花
粉
を
つ

く
り
ま
す
。

花
後
に
で
き
た
果
実
は
、
熟
れ

る
と
真
横
に
割
れ
て
、
小
さ
な
茶

色
の
種
子
を
こ
ぼ
し
ま
す
。

パ
(おおばこ科）

９
年
３
月
誕
日
ま
で
に
満
妬
歳
以

上
に
な
り
、
義
務
教
育
諸
学
校
を

卒
業
で
き
な
か
っ
た
方
で
、
保
謹

者
が
手
続
き
を
し
て
猶
予
ま
た
は

免
除
を
受
け
な
か
っ
た
が
、
猶
予

ま
た
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
の
で

き
る
事
由
と
同
等
の
事
由
が
あ
っ

た
と
文
部
大
臣
が
認
め
た
方

▼
願
書
受
け
付
け
９
月
４
日

（
水
）
ま
で
（
た
だ
し
、
土
・
日
曜

日
を
除
く
）

▼
願
書
の
請
求
。
問
い
合
わ
せ

県
教
育
庁
指
導
課
云
０
４
３
（
２

２
３
）
４
０
５
９

ノ

「
お
お
ぱ
こ
の
実
を
踏
み
つ

け
し
道
あ
り
て
お
お
ぱ
こ
の

実
多
く
こ
ぼ
れ
た
り
」
土

屋
文
明

オ
オ
バ
コ
は
、
人
に
踏
み
つ

け
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
で
多
く

見
か
け
ま
す
。
オ
オ
バ
コ
の
種

子
は
湿
気
に
あ
う
と
ね
ば
つ
い

て
、
靴
な
ど
に
く
っ
つ
い
て
運

ば
れ
ま
す
。

オ
オ
バ
コ
の
漢
名
は
、
牛
車

や
馬
車
が
通
る
道
ば
た
に
多
い

こ
と
か
ら
「
斡
詠
」
と
い
い
ま

す
。
茎
菜
を
陰
干
し
し
た
も
の

し
や

は
「
車
前
草
」
、
種
子
を
「
車

蠅
予
」
と
呼
び
、
薬
用
と
し
て

セ
キ
止
め
や
利
尿
剤
、
そ
の
他

に
使
わ
れ
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
ｌ
ａ
■
ロ
０
■
Ⅱ
Ⅱ
■
＆

’

■■腹痛
や．、
、、q

Q

Eエ
ー

|－

主な商

電話勧誘

アポイントメ

ントセールス

マルチ・マルチ

ま が い 商 法

キャツチ

セ－ルス

S・F商法

催眠商法

●

，

臣
為 販 売手口

写 悪宅 藍h ▲△d’

電話勧誘により商品の販

売、役務の提供等を勧誘

する

電話で「あなたが選ばれ

た」などといって営業所

等に呼びつけ勧誘する

友人や知人から「すごく

いい話がある」「サイド

ビジネスしないか」と勧

誘される

繁華街や路上で呼び止め

喫茶店や営業所に連れ込

み商品等を売りつける

安売り等の名目で人を会

場に集め、日用品を無料

で配付したりして典祇状

態をつくり高額な商品を

売りつける

主な商品

資格取得誰座

教義娯楽教材

教義娯楽教材

英会話セット

浄水器

カタログ販売

婦人下着類

化粧品セット

絵 画

羽毛布団

磁気治療器

磁気マツ|､レス

件数'’

1，907

493

414

262

179

相談当事者の特徴

20代の若者が

全体の50.7％

20代の若者が

全休の71.8％

20代の若者が

全体の50.2％

女性が全体の

82.0％

女性が全体の

83.4％」テーマ：「ペンギンについてわかってきたこと

＝ペンギン生物学入門＝

烏
の
博
物
館
と
山
階
鳥
類
研
究
も
適
応
し
た
鳥
で
そ
の
仲
間

所
の
共
催
で
、
第
６
回
「
烏
学
講
は
氷
点
下
“
度
に
も
な
る
南
極

座
」
を
開
催
し
ま
す
。
か
ら
南
半
球
（
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
諸

今
回
は
、
「
ペ
ン
ギ
ン
に
つ
い
島
）
に
い
た
る
広
い
海
に
生
息
。

て
わ
か
っ
て
き
た
こ
と
～
ペ
ン
識
座
で
は
、
ペ
ン
ギ
ン
の
活

ギ
ン
生
物
学
入
門
～
」
を
テ
ー
マ
動
を
支
え
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
子

に
、
ｎ
月
か
ら
始
ま
る
企
画
展
育
て
の
様
子
、
進
化
の
謎
に
せひ

ん

「
ペ
ン
ギ
ン
展
」
の
導
入
に
な
る
ま
る
一
方
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕

話
を
し
ま
す
。
し
て
い
る
ペ
ン
ギ
ン
を
救
お
う

ペ
ン
ギ
ン
は
、
水
中
生
活
に
最
と
活
動
し
て
い
る
人
々
の
姿
を

ビ
デ
オ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
や
ス

ラ
イ
ド
を
使
い
紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
。
場
所
８
月
型
日

王
）
午
後
１
時
釦
分
か
ら
３
時

鋤
分
、
鳥
の
博
物
館

▼
講
師
上
田
孝
鐘
（
ペ
ン
ギ

ン
会
議
研
究
員
）

▼
定
員
和
名
（
当
日
先
着
唾

▼
参
加
費
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
烏
の
博
物
館

壷
（
錨
）
２
２
１
２

潰晨妻雪座
冒雲"｡.…厩
品添加

「
単
呵
営
住
宅

入
居
者

募
集
の
お
知
ら
せ

市
で
は
、
市
内
５
か
所
（
小
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て

暮
東
我
孫
子
Ａ
・
Ｂ
、
根
古
は
次
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

屋
、
日
秀
）
に
あ
る
市
営
住
宅
ま
す
。

の
一
人
居
者
を
今
日
か
ら
募
集
し
▼
問
い
合
わ
せ
施
設
建
設
課

平
成

猶
予

卒
業

程
度
認
定

免8

年
度
就
学

除
者
の
中

義
務

学
校

試
験
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赤十字救急法ﾌｴｽﾀ'96 洲艫,酬農園ｵｰﾝ

瀦蕊綿鋪淳程

千葉県
就職 促進

大卒等
合同面接会

保健福祉教室
｢元気っこクラブ」平成8年8月1日現在＊人□125,810人(前月比十61人）

＊男62,914人＊女62,896人＊世帯数43,755世帯
東京電力の社員を装った
詐欺・窃盗事件にご注意を

親子パソコン教室

"親子で来て見て”
r快適な蟇らし方教室」

建 設 業 退 職金共済
制度をご存じですか

労災 鰈病なんでも相談

布佐南地区まちづくり協議会
｢こどもふれあいまつり」

さわやj
優良乗；

タクシー運動
員の推せんを身体障害者福祉センター

ボランティア養成講座生
稽沼ジｬﾌｪｽﾃｨﾙ

日曜当番医･1週間の行事

ﾃﾚﾎﾝｻービｽ画(85)1313
根戸地区まちづくり協議会
r根戸ふるさと祭り」

18⑧

19月

20火

21水

22木

2芯金

24土

ZSe

2⑰月

27火

2S水

29木

30金

31土

”日曜当番医＝テレホンサービス

唾休日救急歯科診霞日=休日救急歯料診霞所(市民会館内)9:Ⅱ~11:30
”結婚相談＝社会福祉協議会10:00～14:00

雷家庭の日

函･心配ごと相談＝社会福祉協議会9:00～15:00

－市民会館・市民図書館・烏の博物館休館

匡鈩つつじ荘・西部福祉センター休館

"法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）

雷人権・行政相談＝市民相談室10:00～15:00

画･市民プラザ休館

壷市役所閉庁(－部の施設は除く）

壷日曜当番戻＝テレホンサービス

ー休日叙急歯科診霞日=休日救急歯科診蔚所(市民会館内)9:、~11:3

毎心配ごと相談＝布佐市民センター本館9:00～15;00

曜諏･市民会館・市民図書館・鳥の博物館休館

壷市民体育館・つつじ荘・西部福祉センター休館
壷水道料金納入期限＝口座振替日

”法律相談＝市民相談室9:30～15:30(予約制）
〃つつじ荘・西部福祉センター休館

‘副-市民プラザ休館

壷国民年金保険料納期限＝口座振替日

辰か市役所閉庁(一部の施設は除く）

”税務相談＝市民相談室10:00～15:00(予約制）

画外国人相談＝市民プラザ13130～15:30
壷市役所閉庁(一部の施設は除く）
琴少年の日

あびこ舞台・第3回公演
｢声なき氷 像 」

霊｢籾|脂向けの手品に＃戯」
バｽｹｯﾄボー )肺民大会

●

．

。

●

』

｝

■
●
Ｄ
Ｃ

久寺家通り納濡掘り大会 エイズ予防ボスター
コンクール作品

湖北座会創立記念講演会
『谷津田の開拓と技術」

｢第19回住宅デー」
住宅改 造。 耐震相談

県立手賀の丘少年自然の家
｢いきいきポﾗﾝﾃｨｱ体験教皇


